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鶏における大麦の消化率と消化管内通過速度について  

一色  泰，新 比呂志，中広 義雄  

STUDY ON THE DIGESTIBILITY AND FEED PASSAGEIN   
ALIMENTARY TRACT OF BARLEYIN THE CHICKEN  

％takaIssHIKI，HiroshiSHINandYoshioNAKAHIRO   

Thenutritivevalueofbarleyhasbeenrecognizedtobebelowthatofcornfbrthechicken．Theob3cctiveofthe  

presentexperimentwastoinvcstigatethefactor（s）loweringthenutritivevalueofbarley。UsingSCWLcockerels  

Withanarti丘cialanus，digestibilityandftedpassageinalimentarytractweredeterminedfbrtheconventionaldiet，  

groundyellowcornandgroundbarleyat120－and150－dayold〉reSPeCtively 

Digestibilityofbarleywasmuchlower thanthatoftheconventionaldietor cornforal1nutrientsandtotaldi＿  

gestiblenutrients（TDN）ofbarleywasdecreasedto86％ofcorn，reSultingfkOmmarkedreductionofdigestiblecrude  

fatandaberlFeedpassageinalimentarytractwas154minutesforbar1ey）Whichwasmuchmorerapidthanthe  
COnVentionaldiet（216minutes）orcorn（2115minutes） 

Fromtheresultsmentionedabove，thepoornutritivevalueofbarleymightbeexplainedbythefactthatthepas－  

SageOfbarleywastoorapidtobedigestedandabsorbedadequately 

養鶏用飼料としての大麦の利用性の低い原因を追究する目的で，人工肛門を設著した単冠白色レグか－ン種雄を用  

い，大麦の消化率と消化管内通過速度を測定し，慣用飼料およびトウモロコシと比較検討した．  

1）・150日齢に消化率を測定した結果，大麦は慣用飼料およびトウモロコシよりも金成分において劣り，特に粗脾肪  

と粗放推の消化率の低下は顕著であった．．また，可瀾化養分総盈ではトウモロコシの約86％であった．  

2）‖120日齢に飼料の消化管内通過速度を測定した結果，慣用飼料とトウモロコシでは216分と215分で差はなかった  

が，大麦では154分で著しく通過が速かった 

以上のことから大変は消化管内通過速度が著しく速いために栄養素の消化吸収が充分にをされないで排泄され，消  

化率および栄養価が低くなる可儲性が示唆された．  

緒  

犬麦を雛に給与するとトウモロコシの給与に比較して成長が遅れ，飼料効率が低下すると報告されている（ト5）．前  

報（8）でも配合飼料中のトウモロコシを金魚大麦で置換するとブロイラーの増体盈および飼料効率の低下がみられた．  

－・方，産卵鶏においても大麦はトウ辛口コシよりも飼料効率の低いことが認められている（7）．また，大麦はトウモロ  

コシよりも粗月旨肪と可溶無窒素物の消化が悉く（1・8），代謝エネルギ・－も低い（9－11）れ そのため芽出しほ），浸水（2，5・1之－・14） 
，  

加熱（2，5），ペレット形成（15，16），脱秤（5）および精麦（12）などの加工処理と油脂化16－19） ，糖蜜（15），ミネラル（15），抗生物  

貯4刺，アミノ酸および酵素（綺18，卵ト2＄）などの添加によってその利用性の改蕃が試みられた．．芽出し，加熱処理お  

よび脱経ではその効果を認めず，浸水酵素およびアミノ酸の添加ではその効果に骨定的と否定的な報告がみられる  

が，他の加工処理および添加物ではその効果を認めているLしかし，これらの報告はいずれも大麦の利用性の低い串  

と，それを改善するためのものであり大麦の栄巻価の低い原因についての実験的証明はをされていなれ本実験は人  

工肛門設若鶏で消化率と消化管内通過速度を測定し、大麦の栄養価の低い原因を究明する辛がかりを得ようとしたも  

のである．   
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材料および方法  

実験Ⅰ、大麦の消化性について：供試鶏は慣用の方法で飼育した150日齢の単冠白色レグか－・種雄で，供試前60日  

に人工肛門の設着手術をした鶏群から健康状態の良いものを18羽選び6羽ずつの3区に分仇 雄用代謝ケージに収容  

した．試験飼料は表Ⅰに示した慣用配合飼料，大麦  

およびトウモロコシとした．鶏は粗繊維の消化性が意  

ぐ乏4・25），特にリグニンは蛋白質の消化率と生物価を低  

下させるといわれていることから（28），大麦は脱秤して  

トウモロコシと粗戯絶食盈を同程度に調整した．これ  

らの飼料はいザれも1．5mmの飾をつけた衝撃式粉砕  

器で粉砕後，指魔物質として酸化クロム05％を混合  

した∴飼料は1日2回（8時・17時）給与し，自由に  

摂取させた∴試験瀾間は予備期は3日間，本試験期は  

2日間とした．採糞は飼料給与前に行い，400Cの通  

風乾燥器で乾燥後粉砕して分析に供したぃ 飼料および  

糞の一腰成分は常法により，酸化クロムはBolIN（27）  

の方法で定盤した．   

実験ⅠⅠり 飼料の消化管内通過速度：供試鶏は慣用の  

方法で飼育した120日齢の単冠白色レグホーン笹経で，  

供試前40日に人工肛門の設着手術を行った鶏群から健  

康状態の長いもの18羽を選び6羽ずつの3区に分け，  

雄用代謝ケ、－・ジに収容した．表1に示した試験飼料を  

5日間自由に摂取させ，放終日の20時に給餌箱を取り  

除き，翌朝8時に1羽当り30gの飼料とそれにカルミ  

ン0．2gと水14mJを加えて団子状にし，強制的に径  

口絵与した．なお，水は自由に飲ませた．飼料の消化  

管内通過速度の決定は最初の飼料が喋のう内に入って  

からカルミンで着色された糞が出始めるまでとした．  

Tablel．Compositionofdiet  （％）  

Stock diet Barley Corn 

Ingredient：   

Huskedbarley  

YellowcoIn  

Wheatbran  

DefattedricebIan  

Soybeanmeal  

Fishmeal  

Alfalfゝmeal  

CacaIbonate  

TIi－Caphosphate  

Na chloride  

MineralmixtuIel）  

Vitaminmixturel）  

Chromic oxide 

Chemicalcomposition：  

Moisture  

OrganicmattcI  

Crudeprotcin  

CIudefat  

Nitrogenfkeeextract  

Crude丘ber  

Crude ash 
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1）：IssHIKIetal，6）  

結果および考察  

実験Ⅰ．慣用飼料，大麦およびトウモロコシの鶏における消化率は表2に示した通りである．粗蛋白質の消化率で  

は慣用飼料が最も高く，次いでトウモロコシとなり，低い大麦は68い8％でいずれの飼料閤にも有意差がみられ，トウ  

・モロコシよりも11％も低い億を示した。祝勝肪の消化率は著しく悪く，47り4％で慣用飼料よりも42％，トウモロコシ  

よりも38％も低い値を示した．可溶無窒素物でも大麦は他の飼料よりも有意に低い備を示したが，その差は2％およ  

び6％で他の成分ほどの差はみられなかった．粗放維の消化率も大麦が最も悪く6％でトウモロコシの1／3であった．  

Table2．ThedigcstibilityofbaIleyandcorhinchickcns   （Mean土SEMfbr6birds：％）  

Diet   C   
Ce  Nitiee   

89．7土0．68  84．7土0．58  16．2土1．28  

47．4±5．8b  82．3土0．．8b  6．1土2－2b  

85い3土1。6¢  88＝7土0．7¢  18い1土3．7乱  

Stockdiet  8l．3j＝0．5a  83．1j＝0．4a  

Bar1ey  764土1－2b  68い8土1‖7b  

YellowcoIn  85い8土0り8¢  80．4土0、9¢  

MeanshavingdifrtrentsuperscriptlettersaIeSignificanltydi鮎rentat5％1evel・   
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そこで有機物としてみると大麦は慣用飼料より約5％，トウ毛ロコシより10％も低い倍とをった．   

次いで，可消化巷分総意を静出し，表3に示した．粗衣自質では大麦とトウモロコシはともに72％で両者間に  

はまったく差はみられ夜かったが，粗脂肪では大麦はトウモロコシよりも2．3％低く，約1／3であり，可溶無窒素物で  

は5い3％，有機物でも9．1％も低い偲を示したいそこで，可消化養分総量を静出すると大麦は68．5％であったが，トウ  

モロコシは79い4％でその間に11％の差がみられ，大麦はトウモロコシの約86％の栄養価であると判断された．  

Table3… ThedigestiblenutrientsofbarleyandcoIn  （％）  

Diet  Moisture 慧窓C 責‡浩  Ce  
f 
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Stock diet ll小1  

BaIley  lO．9  

Yeliow corn lO。4  

＊Totaldigestiblenutrients小  

犬菱の粗脂肪および澱粉の消化率の低いことはすでに報告されている（1，8）が ，本実験では金成分についてトウモロ  

コシよりも悪く，森本（1・8）らの億よりもさらに低いイ直を示した。飼料の消化率はアミノ酸組成による差はないが（28，29），  

その産地（80）や品種（㍍0）によって異をり，また，同一個体であっても日齢が進むと低下すると報告されている（81）．森  

本（1）らは3週齢時の混合糞での実験であり，本実験とは使用鶏の日齢および給与大麦が異なるため差があるものと  

考えられるいPETERSENetalい（11）はブロイラーの雄雌と成鶏について，代謝エネルギ1－を測定した結果，大麦はトウ  

モロコシよりも劣ると報告しており，JENSENetal（18）も同様に大麦はトウ・モロコシよりも有効エネルギーの不足す  

ることを指摘している．本実験結果でも可消化養分総盈がトウモロコシよりも11％も低かったことは彼らの実験結果  

を姦ずけるものであろう，・－・方，大麦を給与すると体脂肪および肝臓脂肪の沈着が少く（7），また大麦に油脂を添加す  

るとその栄巷価が改善されたこと（5・1¢‾19） は，大麦は粗脂肪の消化性が著しく惑い点から推察す－ると当然の結果かも  

L．れをい．また，糖蜜添加（15）の効果についても可消化温分総盈の増加が改善をもたらしたとも考えられるが，これ  

らの添加の効果は飼料の化学的な変化のみでなく，物理的性質の変化する可能性もあるため，後述する飼料の消化管  

内通過速度の項で再度考察する巾 消化酵素の添加についても大麦の消化性の低いことから，その効果は期待出来るが，  

精製した酵素ではその効果を認めていない（2，5，28）．即ち，アミラ・－・ゼ，デアスターゼ，プロテナーゼおよびセルラー  

ゼ等以外の酵素，例えば植物の細胞壁を崩壊するような働きを持つ酵素の添加により消化性が良くなる可儲性が考え  

られるので今後その種の検討をする必要があろう．   

実験ⅠⅠ．人工肛門設若鶏に大麦を給与し，消化管  

内通過速度を測定した結果は表4に示した通りである．  

慣用飼料とトウモロコシは216分と215分で消化管内  

を通過し，その間には差はみられをかったが，大麦は  

154分と著しく速く，他の飼料の71－72％の所要時間  

で通過した．鶏における飼料の消化管内通過速度は日  

齢（＆2）や給与飼料（＄＄）をどにより異をることばすでに  

報告されている．また，人工肛門を設著すると直腸の  

一部が切断されるために，その部分を通過する時間と  

総排泄艦内での滞留時間がなくなるために，本実験の  

結果は正常な鶏よりも通過時間は短縮される（さ1）．しかし，  

いずれの飼料も人工肛門設着鶏を使用していることから，  

Table 4 The feed passage in alimentary tract of 
Chickens  （Meanj＝SEMfbr5bieds）  

Diet  Time（Minute）  

Stockdiet  216．0土4．2＆  

Bar1ey  154．．4士10．1b  

Ye1lowcorn  215．．3j＝ 5。8＆  

Means haveing difrtrent superscriptletters are  
＄igni丘cantlydi鮎rentat5％1evel．  

直腸内の通過は速く，内容物が常在しないこと，また，  

飼料の消化管内通過速度を比較するには支障がないものと  

考えたい 著者（84）は人工肛門設若鶏にメチルセルロースを2％以上添加した慣用飼料を給与すると消化管内通過速度  

が有意に遅延され，粗蛋白質および可溶無窒素物の消化率は向上したが，粗脂肪の消化率が低下することを認めた．  

木部（8さ）は飼料にメチルセルロ・－スを添加し，飼料の消化管内通過速度を遅延させると窒素の苔硫盈が増加し，発育  

が向上したと報告している．養私用飼料として大麦の栄養価の低い原因の1つに飼料の消化管内通過速度の速いこと  

が考えられる．すをわち，消化管内の通過が速いため，消化吸収に要する時間が短縮され，その結果充分に消化吸収   
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されないうちに排泄される可能性がある．前報（8）で大麦の置換盈が増加すると飼料の摂取量が増加したが，いずれの  

飼料給与時も消化管内容物が常時－・定盈保たれていると仮定す－れば，大麦はその摂取盈が増加するのも当然であろう  

メチルセルロ・－ス添加は飼料の密度を高くし，表面を滑らかにするため腸管へ・の刺激が少くなり，その結果腸管の蠣  

動が緩慢となり，消化管内の通過速度が遅延するのか，あるいはメチルセルロースのもつ枯剤としての特性のため粘  

度が高められることによって遅延するのであろうと推論した（88）り もし，この推論が正しければ大麦はトウモロコシ  

よりも，腸管を刺激する物質を多く含んでいるのか，あるいはその粘度の低い可瀧性もある．未発表ではあるが著者  

は，高蛋白臥高エネルギー飼料を給与すると消化管内の通過が遅延することをしばしば経験している．・大変に対す  

る油脂および糖蜜の添加は，代謝エネルギーの増加と，その物理的性質が変化し，消化管内通過速度を遅延させるた  

め，添加した抽月旨の栄養価以上に大麦の利用性を高めるものと考える1したがって，養鶏用飼料として大変を使用す  

る場合，消化管内の通過速度を遅延さすことも栄養価を高める重要な事項の1つであり，今後検討する必要があると  

考える．  
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